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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・根市　敏子様～東C5
・大木　暁美様～東C6

【ユニット移動】
・工藤　隆子様～東C5　→　東合
・上平ハルエ様～東C6　→　東A16 

＜患者様連絡事項＞
・古舘　正行様～経管栄養実施について指示受け。現在ミキサー食である事、本人から粥摂取の希望が聞かれていた事等報告。1/4程摂取できている事や食事形態の変更等、できる対応を行い、経管栄養実施を検討していく事となる。
点滴は、同内容で29日まで処方となる。
・庭田　久美子様～主治医と家族面談実施。腹痛について、八戸赤十字病院内科へ紹介状を作成し、他科受診していく事となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放観察中は自室内で臥床し、過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察の指示あり。他者トラブルや妄想発言、過度な飲水行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・井上　哲也様～終日隔離中。10時～16時観察開放の指示あり。不穏興奮、逸脱行為無く過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。拒食、拒薬なく落ち着いている。引き続き、症状観察と早期に処
遇制限解除が出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察＞
・長岡 明美様～背部処置変更、デルモゾールDPクリームからテルビナフィンクリームへ。タベジール継続処方。

・藪 真弓様～両腕の処置変更。デルモゾールDP軟膏からデルモゾールDPクリームへ。

・大平 香奈様～陰股部　暗紅色紅斑、搔痕あり。エキザルベ軟膏処方。

・高柳 和子様～処置はガーゼ不要。タベジール継続処方。

[bookmark: _GoBack]・北川 ミドリ様～仙骨部の中央部と尾骨部にゲーベンクリーム、仙骨部周辺にブロメライン軟膏塗布の指示あり。

＜入院患者情報＞
①日　　時：令和7年5年20日　10：34
　氏　　名：根市　敏子（ねいち　としこ）様
　生年月日：昭和2013月22日(80歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　当院1回の入院歴あり。R4.12.27当院退院後はGHせせらぎ荘へ入居し、以降定期的に当院へ通院していた。時々不穏さ見られ、都度薬剤調整実施していた。R5.11月頃より易怒性が見られており、薬剤調整し一時的に落着き見られるも日によって強い介護抵抗がみられることがあった。本日定期受診時に、不穏さや易怒性、スタッフへの粗暴性が目立ってきており入院について相談あり。薬剤調整目的にて家族やスタッフから入院希望聞かれたため、本日10：34東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

②氏　　名：大木　暁美（おおき　あけみ）様
　生年月日：昭和25年1月4日(85歳)
　病　　名：アルツハイマー認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr.　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　3年程前大里脳神経クリニックにてアルツハイマー認知症の診断を受け以降同院にて内服加療を行っていた。R7.2月頃に粗暴性が増し長男嫁や孫を杖で叩こうとする、本人に了承を得たにも関わらず「お前(長男嫁)が勝手にやった」と訴える事があり同院に都度相談しており、同院主治医より「必要時には入院できる病院への転医も検討した方がよい」と説明を受けていた。その後企図行為(家出すると言ったため長男嫁が制止。その際電気のコードを持ち出し首に巻き付ける等)があり、同院へ再度相談。入院できる病院を受診した方がいいと説明を受けた。長男嫁と長男の意向が伴っておらず、長男嫁は入院治療希望、長男は外来通院を希望しており、まずは当院外来通院にて調整を勧めていたが、先月末に労災病院へ搬送となり、肺炎と尿路感染症の治療のため入院していた。入院中せん妄が強く、自宅での対応困難な状態で当院へ転入院の相談あり。当初外来通院希望であった長男も入院治療を希望されており、せん妄症状の改善を希望され当院へ転入院予定となっている。上記経過により東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。

